
福
井
県
文
書
館
資
料
叢
書
『
福
井
藩
士
履
歴
』
と
レ
フ
ァ
レ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

⻆　

鹿　

尚　

計

は
じ
め
に

　

福
井
県
文
書
館
の
事
業
と
し
て
平
成
二
十
五
年
よ
り
年
一
度
の
ペ
ー
ス
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
『
福
井
藩
士
履

歴
』
は
、
ひ
と
り
文
書
館
の
み
な
ら
ず
、
わ
が
福
井
市
立
郷
土
歴
史
博
物
館
に
お
い
て
も
好
個
な
参
考
資
料
と
し

て
活
用
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
。
そ
の
恩
恵
を
語
れ
ば
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
。
当
館
は
、
旧
福
井
藩
主
越
前
松
平

家
伝
来
の
什
器
を
中
心
と
し
た
越
葵
文
庫
（
文
庫
名
は
、
戦
後
寄
託
時
に
当
時
の
学
芸
員
が
命
名
し
た
も
の
）
と
、

松
平
春
嶽
（
慶
永
）
の
嫡
孫
、
松
平
永
芳
氏
が
福
井
市
に
寄
贈
さ
れ
た
「
福
井
市
春
嶽
公
記
念
文
庫
」
を
中
心
に
、

そ
の
他
旧
藩
士
の
中
根
雪
江
家
・
佐
々
木
長
淳
家
・
鈴
木
準
道
家
・
村
田
氏
寿
家
・
桑
山
十
蔵
（
十
兵
衛
）
家
・

毛
受
洪
家
・
松
平
主
馬
家
・
山
縣
（
笹
治
）
三
郎
兵
衛
家
な
ど
の
諸
家
文
書
を
多
数
収
蔵
し
て
お
り
、『
福
井
藩

士
履
歴
』
は
、
そ
の
研
究
・
活
用
、
特
に
展
示
事
業
に
は
欠
か
せ
ぬ
存
在
と
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
年
玉
の
よ
う

に
年
一
度
、
早
春
の
刊
行
を
待
ち
望
ん
で
い
る
の
は
ひ
と
り
私
の
み
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
今
般
誌
面
を
与
え
ら
れ
た
の
で
、『
福
井
藩
士
履
歴
』
の
活
用
例
に
つ
い
て
、
特
に
福
井
市
立
郷
土
歴

史
博
物
館
に
お
け
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
対
応
の
中
で
の
実
例
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

一
、「
ル
ー
ツ
調
査
」
の
照
会
傾
向

　

当
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
年
間
約
五
〇
〇
件
あ
る
。
そ
の
う
ち
「
ル
ー
ツ
調
査
」
を
含
め
旧
藩
士
に
関
わ
る

も
の
が
三
〇
件
ほ
ど
と
記
憶
し
て
い
る
。
曜
日
で
は
土
・
日
・
祝
日
が
多
く
、
若
い
世
代
で
は
夏
季
に
集
中
す
る
。

困
る
の
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
突
然
窓
口
に
「
誰
々
子
孫
」
と
名
乗
っ
て
対
応
を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
ん

な
時
、
歴
代
の
経
歴
・
家
禄
、
苗
字
・
名
乗
り
を
知
る
手
が
か
り
と
し
て
、
ま
た
、
来
館
者
に
も
容
易
に
閲
覧
に

解
　
説



供
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
と
し
て
『
福
井
藩
士
履
歴
』
の
存
在
は
あ
り
が
た
い
。
さ
て
、
照
会
の
あ
る
「
ル
ー

ツ
調
査
」
の
傾
向
は
、
家
の
口
碑
に
よ
っ
て
美
化
さ
れ
た
り
誇
張
さ
れ
た
り
す
る
こ
と
が
多
い
。
例
え
ば
家
老
な

ど
高
知
席
の
子
孫
と
称
す
る
方
々
の
大
方
は
中
下
級
藩
士
の
そ
れ
で
あ
り
、
旧
士
族
と
す
る
向
き
は
卒
、
そ
の
他

で
あ
っ
た
り
す
る
。
ま
た
、
福
井
藩
の
大
奥
に
い
た
女
性
の
子
孫
を
称
す
る
例
で
は
、
藩
主
の
落
胤
を
憶
測
す
る

向
き
も
あ
っ
て
様
々
で
あ
る
。
当
然
と
し
て
結
局
不
明
と
回
答
せ
ざ
る
を
得
な
い
例
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

二
、「
ル
ー
ツ
調
査
」
と
『
福
井
藩
士
履
歴
』

　

こ
れ
ま
で
、
つ
ま
り
『
福
井
藩
士
履
歴
』
が
刊
行
さ
れ
る
ま
で
の
「
ル
ー
ツ
調
査
」
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
は
、
ま

ず
依
頼
者
よ
り
で
き
る
限
り
の
資
料
の
提
供
を
促
す
。
つ
ま
り
、
系
譜
・
戸
籍
謄
本
・
抄
本
の
写
（
特
に
旧
俗
称

の
記
載
さ
れ
て
い
る
壬
申
戸
籍
等
は
幕
末
期
と
明
治
初
年
を
繫
ぐ
記
載
で
あ
る
た
め
、
好
個
の
情
報
源
で
あ
る
が
、

当
然
取
り
扱
い
に
は
慎
重
に
注
意
す
る
）・
過
去
帖
（
俗
名
の
記
載
が
あ
れ
ば
、
最
も
参
考
に
な
る
。
戒
名
等
は

身
分
を
知
る
参
考
に
な
る
）・
領
地
目
録
・
藩
主
か
ら
の
宛
行
状
・
勤
書
が
あ
れ
ば
い
い
が
、
さ
す
が
に
「
ル
ー

ツ
調
査
」
の
依
頼
な
の
で
、
口
碑
以
外
に
は
な
に
も
提
供
さ
れ
る
資
料
が
な
い
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し
た
提
供

さ
れ
た
資
料
と
依
頼
者
か
ら
の
口
碑
を
含
め
た
聴
取
に
よ
り
、
ま
ず
『
福
井
市
史
』『
福
井
県
史
』
を
ひ
も
と
き
、

各
藩
主
御
代
の
『
給
帳
』、『
諸
士
先
祖
之
記
』
を
検
索
、
次
に
松
平
文
庫
の
『
剝
札
』『
姓
名
録
』
の
マ
イ
ク
ロ

紙
焼
き
を
用
い
て
再
び
検
索
す
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
を
丹
念
に
見
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
一
件
に
多
く
の

時
間
と
労
力
が
い
る
。
公
の
機
関
で
個
人
の
家
の
「
ル
ー
ツ
調
査
」
に
傾
注
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
あ
る
程
度

の
検
索
結
果
を
依
頼
者
に
知
ら
せ
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
マ
イ
ク
ロ
紙
焼
き
と
い
え
ど
も
、
個
人
の
寄
託
品

で
あ
る
松
平
文
庫
の
『
剝
札
』
や
『
姓
名
録
』
の
コ
ピ
ー
を
許
可
な
し
に
提
供
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ロ
ビ
ー

や
閲
覧
室
で
必
要
箇
所
を
筆
記
し
て
い
た
だ
く
に
留
め
て
い
た
。
ま
た
、
一
般
の
依
頼
者
に
は
翻
刻
さ
れ
て
い
な

い
紙
焼
き
の
文
字
を
筆
録
す
る
こ
と
は
難
関
で
あ
る
。
こ
う
し
た
中
、『
福
井
藩
士
履
歴
』
の
刊
行
は
ど
れ
だ
け

の
便
宜
を
も
た
ら
し
た
こ
と
か
い
う
ま
で
も
な
か
ろ
う
。



三
、『
福
井
藩
士
履
歴
』
に
み
る
名
乗
り
の
訓

　
『
福
井
藩
士
履
歴
』
は
、
松
平
文
庫
の
『
剝
札
』『
士
族
』
を
編
集
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
述

の
長
所
を
活
か
し
た
編
集
と
な
っ
て
い
る
。
様
々
な
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
で
使
用
さ
れ
る
項
目
・
記
述
は
、
通
称
の
世

襲
に
よ
る
家
の
特
定
、
つ
い
で
家
禄
の
変
遷
、
相
続
・
致
仕
・
改
名
・
加
増
・
隠
居
な
ど
を
含
む
歴
代
の
略
歴
で

あ
る
が
、
特
に
貴
重
な
の
は
名
乗
り
に
「
ル
ビ
」
を
付
し
た
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
箇
所
は
全

体
か
ら
見
れ
ば
非
常
に
少
な
い
が
、
そ
れ
故
に
希
少
価
値
が
高
い
。

　

た
と
え
ば
、「
芦
田　

碩
ヒ
ロ
シ」
の
「
碩
」
の
訓
は
普
通
に
人
名
と
し
て
は
「
オ
オ
キ
」
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
が
、

特
殊
な
訓
と
し
て
特
段
表
記
さ
れ
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
難
読
な
人
名
に
ル
ビ
を
打
っ
て
い
る
例
は
、

「
雨
森　

胖
ユ
タ
カ」「
天
方　

道
タ
ダ
シ」「
秋
田　

長ヲ
サ
之
丞
」「
渥
美　

狭サ
ヲ
リ織
」「
安
藤　

豊ブ
ン
平
」「
井
原　

立ナ
リ
カ
ズ一
」「
岩
佐　

努ツ
ト
メ力
」 

「
荻
野　

静
ヤ
ス
シ」（
初
め「
量カ
ズ
ヲ夫
」）「
小
川　

淡
ア
ワ
シ」「
小
川　

静シ
ミ
ズ水
」「
小
笠
原　

幹
コ
ワ
シ」「
織
田　

行ユ
キ
ヘ方
」「
大
久
保　

清
キ
ヨ
シ」「
岡

嶋　

力
ツ
ト
メ」「
栗
原　

創
ハ
ジ
メ」「
久
保　

矗
イ
ヨ
シ」「
坂
井　

可ヨ
シ
ヒ
ロ弘
」「
桜
井　

定
ヤ
ス
シ」「
杉
坂　

養ソ
ダ
チ道
」
な
ど
が
あ
る
。
こ
の
中

で
「
雨
森　

胖
ユ
タ
カ」「
久
保　

矗
イ
ヨ
シ」
は
、
特
殊
な
訓
で
は
な
い
が
、「
胖
」「
矗
」
は
使
用
文
字
自
体
が
当
時
も
使
用

頻
度
の
少
な
い
文
字
で
あ
っ
た
た
め
ル
ビ
を
明
記
し
た
の
で
あ
ろ
う
。「
杉
坂　

養
道
」
は
、
明
治
四
年
十
月
以

降
神
職
と
な
り
、
初
め
木
部
神
社
、
そ
の
後
「
馬
鹿
ば
や
し
」
で
知
ら
れ
る
火
産
霊
神
社
別
当
福
蔵
院
（
本
山
派

修
験
、菅
原
姓
）
が
還
俗
し
て
社
家
に
な
っ
た
福
岡
氏
（
還
俗
時
の
当
主
は
、福
岡
数
衛
）
退
転
の
後
、社
家
と
な
っ

た
人
物
で
、
同
子
孫
も
「
ヨ
ウ
ド
ウ
」
と
音
読
み
し
て
き
た
が
、『
士
族
』
に
「
ソ
ダ
チ
」
の
訓
が
あ
り
、
音
読

み
は
、
有
職
読
み
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
は
同
家
に
と
っ
て
も
収
穫
で
あ
っ
た
。

　

次
に
名
乗
り
の
音
・
訓
が
紛
ら
わ
し
い
例
に
つ
い
て
ル
ビ
を
振
っ
て
い
る
。「
有
賀　

進
」は
、「
ス
ヽ
ム
」で
あ
り
、

「
有
賀　

信
」
も
「
マ
コ
ト
」
で
あ
る
。
そ
の
他
「
秋
田　

豊
ユ
タ
カ」「
浅
井　

政マ
サ
ヨ
リ由
」「
石
川　

潔
キ
ヨ
シ」「
磯
野　

近
チ
カ
シ」「
伊

藤　

庵
イ
ホ
リ」「
井
上　

剛
ツ
ヨ
シ」「
岩
屋　

政マ
サ
ヲ夫
」「
瓜
生　

等
ヒ
ト
シ」「
小
栗　

環
タ
マ
キ」「
大
岩　

円
マ
ド
カ」「
小
倉　

寛
ヒ
ロ
シ」
な
ど
は
訓
読

み
の
指
示
が
あ
り
、高
知
席
の
「
狛　

元
」
は
、「
ハ
ジ
メ
」
と
明
記
す
る
。
逆
に
「
河
合　

五
右
衛
門
」
の
別
名
「
豊

士
」
の
「
豊
」
は
「
ブ
ン
」
に
、「
岡
部　

外
一
郎
」
の
「
外
」
は
、「
ト
」
と
音
読
み
し
て
い
る
。「
跡
部　

敏



広
」
は
、
音
読
み
の
「
ビ
ン
ク
ワ
ウ
」
と
明
記
し
て
い
る
。「
坂
田　

嘉
門
」
は
「
カ
モ
ン
」
と
音
読
み
す
る
。

真
仮
名
の
名
乗
り
に
も
い
く
つ
か
ル
ビ
を
振
っ
て
い
る
。「
天
方　

道
」
の
別
称
「
登
雄
志
」
に
は
「
ト
ヲ
シ
」
と
、

「
荒
川　

多
芸
津
」
に
も
「
タ
キ
ツ
」
と
振
る
。「
井
上　

加
多
志
」
は
「
カ
タ
シ
」
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
藩
士

の
名
乗
り
の
音
訓
の
解
明
に
好
個
な
資
料
で
あ
る
か
ら
、
先
の
「
杉
坂　

養
道
」
の
例
の
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
根

拠
が
明
ら
か
に
さ
れ
な
い
ま
ま
読
み
慣
わ
さ
れ
て
き
た
人
物
の
名
乗
り
の
読
み
が
明
ら
か
と
な
る
と
、
神
戸
海
軍

操
練
所
に
出
仕
し
た
「
大
館　

尚
氏
」
は
「
ヒ
サ
ウ
ジ
」、
歌
人
と
し
て
知
ら
れ
る
「
笹
川　

章
門
」
は
こ
れ
ま
で

「
ア
キ
カ
ド
」
の
訓
と
、「
シ
ョ
ウ
モ
ン
」
の
有
職
読
み
で
記
さ
れ
る
こ
と
が
通
例
で
あ
っ
た
が
、「
ア
キ
ト
」
の

ル
ビ
が
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
発
見
で
あ
る
。
初
代
福
井
市
長
鈴
木
準
道
に
も
「
ノ
リ
ミ
チ
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
ま
で
通
用
の
有
職
読
み
よ
り
、
こ
ち
ら
が
一
般
的
な
記
述
と
し
て
採
用
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ち
な
み
に
、『
剝

札
』
に
は
、
今
日
名
乗
り
の
読
み
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
て
い
る
「
中
根
雪
江
」
に
つ
い
て
は
、
特
段
ル
ビ
が
付
さ

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、「
元
治
元
年
五
月
八
日
御
側
御
用
人
隠
居
」
の
記
事
の
後
、
欠
日
の
記
事
で
「
一　

雪
江
と
改
」
と
だ
け
み
え
る
。
故
に
、有
職
読
み
と
し
て
音
読
み
し
た
の
か
、こ
れ
ま
で
の
「
靱
負
」
の
読
み
「
ユ

キ
エ
」
を
用
い
た
か
否
か
不
明
で
あ
る
。

　
「
由
利
公
正
」
の
名
乗
り
に
つ
い
て
も
記
載
が
な
い
。
彼
に
つ
い
て
は
『
士
族
』
に
、「
由
利
八
郎　

三
岡
八
郎

　

三
岡
彦
一
父
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
の
明
治
三
年
八
月
十
日
の
記
事
に
「
立
飛
脚
ニ
三
岡
事
由

利
ト
改
姓
候
儀
、
御
指
図
有
之
候
段
、
東
京
よ
申
来
ル
」
と
あ
る
も
の
の
、「
公
正
」
に
改
名
し
た
と
さ
れ
る
慶

応
四
年
八
月
末
の
該
当
記
事
が
見
え
ず
、「
公
正
」
の
名
乗
り
の
読
み
に
つ
い
て
も
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
と
こ

ろ
が
、
改
名
に
よ
る
読
み
の
記
述
が
あ
る
人
物
も
あ
り
注
目
さ
れ
る
。「
瓜
生　

三
寅
」
の
記
述
は
明
治
三
年
七

月
四
日
に
「
三
寅
」
の
表
記
の
ま
ま
読
み
を
「
サ
ン
イ
ン
」
を
「
ミ
ト
ラ
」
と
改
め
て
い
る
。
ま
た
「
江
口　

正
己
」

は
、
明
治
三
年
十
二
月
に
「
湊
」
か
ら
「
正
己
」
に
改
名
し
、「
正
己
」
に
は
「
マ
サ
キ
」
と
ル
ビ
を
振
っ
て
い
る
。

以
上
縷
々
見
て
き
た
よ
う
に
藩
士
の
名
乗
り
に
つ
い
て
、
本
資
料
は
実
に
内
容
の
充
実
し
た
基
本
文
献
と
い
え
る
。

た
だ
『
剝
札
』
と
『
士
族
』
を
編
集
材
料
と
す
る
『
福
井
藩
士
履
歴
』
に
は
、諱
の
記
述
が
な
い
。
諱
の
確
認
に
は
、



本
書
の
記
す
通
称
や
履
歴
の
記
述
、
年
代
を
各
人
物
に
つ
い
て
確
認
し
、
該
当
の
人
物
の
諱
を
『
姓
名
録
』
よ
り

見
出
す
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
苗
字
に
つ
い
て
も
残
念
な
が
ら
殆
ど
読
み
が
付
さ
れ
て
い
な
い
。
稀
少
な
記
載
例

と
し
て
は
「
塩
谷
」
に
「
シ
ホ
ノ
ヤ
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
よ
ほ
ど
誤
用
が
あ
っ
た
り
、
難
読
と
さ
れ
て
い
た
り

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

四
、
幕
末
明
治
期
の
藩
士
（
旧
藩
士
）
の
改
姓
・
復
姓
・
改
名
と
『
福
井
藩
士
履
歴
』

　
「
ル
ー
ツ
調
査
」
の
依
頼
を
受
け
て
、『
給
帳
』
の
「
イ
ロ
ハ
引
き
」
検
索
を
し
て
も
藩
士
（
旧
藩
士
）
の
苗
字

と
し
て
見
つ
か
ら
な
い
家
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
幕
末
明
治
期
に
改
姓
し
て
い
る
者
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
か
ら

で
あ
り
、
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
以
下
に
は
そ
の
例
を
『
福
井
藩
士
履
歴
』
の
記
述
を
中
心
に
い
く
つ
か
揚
げ

て
み
る
。
ま
ず
福
井
藩
に
お
け
る
改
姓
の
意
図
を
み
て
み
た
い
。
ま
ず
、
高
知
席
の
笹
治
（
山
縣
）
家
を
そ
の
一

例
と
し
て
紹
介
す
る
。
山
縣
家
文
書
（
山
縣
昭
一
氏
蔵
）
の
系
譜
類
は
江
戸
時
代
中
期
に
成
立
し
た
「
山
縣
先
祖
」

な
ど
系
譜
類
が
伝
存
す
る
。
同
書
に
よ
る
と
、
武
田
信
玄
の
家
臣
団
の
名
将
と
し
て
知
ら
れ
る
山
縣
三
郎
兵
衛
昌

景
が
、
長
篠
合
戦
で
討
死
し
た
あ
と
、
そ
の
孫
昌
久
が
松
平
忠
直
に
仕
え
て
大
坂
の
陣
で
戦
功
を
挙
げ
五
千
石
を

拝
領
し
た
が
、
故
あ
っ
て
蜂
須
賀
家
に
仕
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
福
井
藩
に
残
る
こ
と
に
な
っ
た
弟
の
昌
時
は
、

幼
年
に
結
城
秀
康
に
仕
え
、「
其
後
秀
康
公
被
仰
付
候
者
、
本
名
山
形
者
、
兄
伊
賀
守
致
相
續
て
候
、
笹
治
兵
庫

者
親
類
も
無
之
、
殊
ニ
武
功
之
名
も
有
之
者
ニ
候
間
、
兵
庫
与
一
類
之
契
約
を
受
候
様
ニ
と
の
御
事
ニ
て
、
笹
治

を
以
名
字
と
致
候
、
後
に
合
相
續
致
居
候
」
と
あ
っ
て
、
結
城
秀
康
の
命
に
よ
り
笹
治
を
継
い
で
そ
の
苗
字
を
名

乗
る
。
山
縣
家
文
書
に
は
「
篠
治
系
図
」「
笹
治
家
先
祖
書
」
も
混
在
し
て
お
り
、
昌
時
の
養
父
、
笹
治
重
昌
に

は
女
子
が
あ
り
系
譜
に
は
「
山
縣
四
郎
兵
衛
室
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
昌
時
は
こ
の
女
子
を
妻
と
し
て
笹
治
家
の

一
類
と
な
り
名
籍
を
名
乗
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、『
結
城
秀
康
給
帳
』
に
は
、「
笹
治
兵
庫
」「
笹
治
大
膳
」

の
二
家
が
見
え
、「
笹
治
兵
庫
」
の
諱
が
、「
重
政
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
笹
治
家
は
、「
重
昌
」「
重
政
」
と
繋
が

る
「
兵
庫
家
」
と
山
縣
が
改
姓
し
た
「
大
膳
家
」
が
存
在
し
た
の
で
あ
り
、
秀
康
の
命
は
「
山
縣
」
姓
の
改
姓
そ



の
も
の
が
目
的
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
子
孫
の
口
碑
で
は
あ
る
が
「
山
縣
三
郎
兵
衛
昌
景
が
か
つ
て
徳

川
家
康
と
対
決
し
た
武
田
氏
の
重
臣
で
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
苗
字
を
憚
っ
て
改
姓
し
た
」
と
す
る
伝
承
は
参
看

で
き
る
内
容
で
あ
る
。「
山
縣
先
祖
」
に
、「
正
時
」
に
割
注
し
て
、「
笹
治
大
膳
正
之
字
、
初
昌
之
字
を
用
候
得

共
、
忠
昌
公
御
名
乗
字
ニ
候
故
正
之
字
ニ
改
申
候
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
姓
も
ま
た
主
家
へ
の
「
憚
り
」
に
よ
る

も
の
と
も
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
二
家
に
つ
い
て
『
福
井
藩
士
履
歴
』
で
み
る
と
確
か
に
二
家
あ
る
。「
兵
庫
家
」
は
、

明
治
の
当
主
（
笹
治
環
）
ま
で
記
載
が
あ
る
が
、
山
縣
に
つ
い
て
は
、
文
政
十
二
年
六
月
二
十
六
日
に
病
死
し
た

「
笹
治
大
学　

主
計
」
ま
で
の
記
事
で
終
わ
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、「
山
縣
」
の
記
述
を
み
る
と
、
そ
の
跡
目
を
継

い
だ
山
縣
正
俊
（
笹
治
源
太
郎
）
の
記
述
か
ら
そ
の
項
が
あ
る
。「
山
縣
大
学　

魯
庵　

招
月　

嘉
永
三
戌
十
二

月
五
日
よ
改
姓　

笹
治
事　

弐
千
六
百
石
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
。
こ
れ
を
山
縣
家
文
書
の
系
譜
の
記
述
と
照
合

す
る
と
、
こ
の
人
物
は
越
前
福
井
藩
主
山
縣
家
の
十
代
当
主
正
俊
で
、
復
姓
の
理
由
は
、
藩
主
松
平
春
嶽
（
慶
永
）

の
命
に
よ
る
も
の
と
し
て
い
る
。
こ
の
復
姓
は
、
単
に
山
縣
の
姓
の
「
憚
」
を
解
い
た
の
で
は
な
く
て
、
山
縣
家

の
系
譜
に
、
正
俊
の
跡
目
は
、
正
俊
の
叔
父
に
あ
た
る
正
興
が
継
ぎ
、
そ
の
跡
目
を
正
俊
の
子
が
正
興
の
養
子
と

し
て
繫
い
で
い
る
記
述
を
み
る
と
、
こ
の
笹
治
か
ら
山
縣
へ
の
復
姓
は
山
縣
（
笹
治
）
家
内
部
の
事
情
を
受
け
て

の
藩
主
の
命
に
よ
る
も
の
と
推
察
で
き
る
。

　

さ
て
、
山
縣
家
を
例
に
挙
げ
た
が
、
福
井
藩
士
の
諸
家
に
は
初
代
召
し
抱
え
の
折
に
故
あ
っ
て
苗
字
を
改
姓
し

た
も
の
の
、
そ
の
の
ち
更
に
故
あ
っ
て
復
姓
し
た
例
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
橋
本
左
内

の
家
の
よ
う
に
初
代
長
徳
が
桃
井
姓
よ
り
母
系
の
「
橋
本
」
を
名
乗
り
、
そ
の
ま
ま
子
孫
は
復
姓
せ
ず
に
明
治
に

至
っ
た
家
も
存
在
す
る
。
幕
末
よ
り
明
治
に
か
け
て
、
改
姓
・
復
姓
し
た
藩
士
の
家
に
つ
い
て
は
『
福
井
藩
士
履

歴
』
で
は
、
苗
字
の
注
記
に
多
く
は
示
さ
れ
て
い
る
。
少
し
例
を
挙
げ
て
み
る
と
、「
市
橋
」
は
、
三
家
の
う
ち

二
家
が
初
め
「
団
野
」
と
称
し
、「
飯
尾
」
は
二
家
の
内
、
惣
太
夫
家
初
代
が
初
め
「
長
野
」
と
称
し
た
よ
う
に
、

み
て
い
く
と
、
瓜
生
三
左
衛
門
家
は
「
多
部
」
よ
り
改
姓
、
円
乗
彦
蔵
家
は
「
高
松
」、
大
館
尚
氏
は
文
久
三
年

十
二
月
二
十
八
日
京
都
表
に
於
い
て
「
大
谷
」
よ
り
改
姓
し
て
い
る
。
他
に
「
北
川
」
は
「
松
原
」
よ
り
、「
久
我
」



は
「
上
月
」
よ
り
、「
杉
坂
」
は
「
湯
又
（
俣
）」
よ
り
の
改
姓
で
あ
る
。
こ
の
三
家
は
明
治
以
降
今
日
に
至
る
ま

で
子
孫
が
福
井
に
残
っ
て
、
活
躍
し
た
家
で
あ
り
特
記
し
て
お
き
た
い
。
ま
た
、
横
井
小
楠
の
福
井
藩
招
聘
を
提

案
奔
走
し
た
三
寺
三
作
は
、
三
寺
剛
右
衛
門
の
弟
で
、
三
寺
三
作
の
名
で
知
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
の
履
歴
は
「
大

木
」
の
項
に
あ
る
。
三
寺
三
作
の
改
姓
改
名
は
、
先
祖
の
姓
に
復
し
た
も
の
で
は
な
く
、
安
政
六
年
十
月
十
一
日

大
木
家
の
養
嗣
子
に
な
っ
て
家
督
相
続
し
た
こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
、
旧
姓
の
名
で
周
知
さ
れ
て
お
り
検
索
に
は

注
意
が
必
要
で
あ
る
。

五
、『
福
井
藩
士
履
歴
』
に
み
え
る
藩
士
の
履
歴
・
伝
記
の
活
用

　
『
福
井
藩
士
履
歴
』
の
刊
行
に
よ
り
、
特
に
幕
末
維
新
期
に
活
躍
し
た
藩
士
た
ち
の
履
歴
を
知
る
こ
と
が
で
き
、

福
田
源
三
郎
の
名
著
『
越
前
人
物
志
』
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
多
く
の
藩
士
の
履
歴
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、

こ
の
時
期
の
郷
土
の
人
物
研
究
等
に
好
個
と
も
一
級
と
も
い
え
る
文
献
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
『
越

前
人
物
志
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
著
名
な
人
物
の
伝
記
に
つ
い
て
も
、『
福
井
藩
士
履
歴
』
の
記
述
の
内
容
と
の

校
合
が
可
能
で
あ
り
、
そ
の
相
違
点
に
よ
り
更
に
各
人
の
伝
記
資
料
の
検
証
を
考
究
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
勿
論

『
越
前
人
物
志
』
に
と
ど
ま
ら
ず
、
近
代
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
人
物
事
典
類
を
も
含
め
て
、
人
物
伝
記
と
し

て
刊
行
さ
れ
て
い
る
様
々
な
書
籍
・
文
献
と
の
校
合
が
な
さ
れ
れ
ば
よ
り
正
確
な
履
歴
を
得
る
こ
と
が
期
待
で
き

る
。
そ
の
利
用
範
囲
は
多
岐
多
様
で
あ
り
、
計
り
知
れ
な
い
。
ま
た
、
熟
読
し
て
い
く
と
い
く
つ
も
の
発
見
が
あ

り
驚
か
さ
れ
る
。
一
例
を
挙
げ
て
み
る
。
先
般
も
福
井
藩
出
身
で
海
軍
兵
学
校
長
・
海
軍
中
将
と
な
っ
た
東
郷
正

路
（
一
八
五
二
～
一
九
〇
六
）
の
伝
記
・
履
歴
を
調
べ
て
い
た
と
き
、『
福
井
藩
士
履
歴
』
２
の
「
お
」
の
履
歴

に
あ
る
こ
と
を
み
つ
け
た
。
東
郷
で
は
な
く
、二
家
あ
る「
大
宮
」の
一
家
に「
大
宮
正
路
」と
し
て
記
載
が
あ
っ
た
。

『
越
前
人
物
志
』
な
ど
東
郷
正
路
の
履
歴
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
記
述
で
あ
る
。
つ
ま
り
、ま
ず
「
正
路
」
に
「
マ

サ
ジ
」
の
ル
ビ
が
あ
り
、『
華
族
家
系
大
成
』
を
初
め
多
く
の
書
籍
に
お
い
て
「
マ
サ
ミ
チ
」
と
読
ま
れ
て
い
る

こ
と
と
異
な
る
。
わ
ざ
わ
ざ
『
士
族
』
に
誤
読
を
避
け
る
べ
く
ル
ビ
を
付
し
て
い
る
の
に
、「
マ
サ
ミ
チ
」
と
し

写真   東郷正路の肖像
　　　  明治 33 年ドイツ・シュテッティン市
　　　  ヴルカン造船所にて撮影

福井市立郷土歴史博物館蔵



て
多
く
が
呼
称
さ
れ
て
い
る
の
は
、
後
年
に
名
乗
り
の
読
み
が
変
更
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
も
、
初
め
の

名
は
「
東
郷
哲
吉
」
で
、「
実
東
郷
竜
雄
弟　

明
治
三
午
十
九
歳
」
と
い
う
『
士
族
』
の
注
記
が
あ
る
。
実
兄
東

郷
竜
雄
は
、福
井
市
第
三
代
市
長
を
務
め
た
。
正
路
は
、「
大
宮
」の
養
嗣
子
と
な
っ
た
時
期
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ

た
。
明
治
三
年
七
月
五
日
条
に
「
養
父
定
雄
依
病
身
願
隠
居
、
養
子
哲
吉
へ
家
督
被
仰
付
、
給
禄
米
百
五
俵
二
斗

八
升
五
合
従
前
之
通
被
下
候
事
」
と
あ
り
、
同
十
二
月
条
に
、「
名
替
哲
吉
事
正マ
サ
ジ路
」
と
み
え
る
。
残
念
な
が
ら

履
歴
は
こ
こ
ま
で
し
か
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。お
そ
ら
く
こ
の
後
実
家
東
郷
に
戻
る
な
ど
、復
姓
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
『
福
井
藩
士
履
歴
』
の
利
用
に
よ
り
、
家
系
・
人
物
に
つ
い
て
の
研
究
・
調
査
・
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
に
、
常
に
新
た
な
発
見
と
と
も
に
よ
り
正
確
な
デ
ー
タ
を
得
る
こ
と
、
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
後
の
利
用
が
期
待
さ
れ
、
刊
行
が
待
ち
ど
お
し
い
。
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ゆ   2   1   2   1
よ  22  欠  欠   28
わ  10  15   8  11

旧
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制
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成

        

な
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剝

剝

・�「剝札」「士族」は一連の資料で、幕末維新期の福井藩家臣団（士分以上）の人事記録とし
てはもっとも充実している。

・「士族」の第３冊（かよたれそ）が欠本、「（士族略履歴）」「旧藩制役成」で補完が必要。
・「剝札」と「士族」「（士族略履歴）」は、ほぼ連繋する。「剝札」では改名や卒への降格、
  「士族」「（士族略履歴）」では子弟の新規召出（戊辰戦争など）、武生家臣などの新規繰入
　（明治３年２月）などが不連繋の原因。
・資料別家数・人数の「あ」～「ね」は確定値。「の」以下は筆耕原稿などによる概数。

剝

剝

剝
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